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•がん登録オンラインシステム（以後、GTOL）の利便性とセ
キュリティ向上のため、届出の方式とその付帯機能を令和8
年3月に刷新いたしました。

•医療機関、都道府県がん登録行政担当者および実務担当者の
皆様へGTOLの新機能に関する情報を共有することで、新し
い届出方式への円滑な切り替えとさらなるオンライン化を促
進するための資料です。
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本資料の趣旨



•原則、Webフォームへ直接入力いただく（一時保存機能：上
限100件まで）か、暗号化したCSVファイルを直接GTOLへ
アップロードいただくことで全国がん登録を届け出いただき
ます。

• VPN接続には新たに配布しているGUIツールをご活用くださ
い。ファイルの暗号化、復号化にもご利用いただけます。

•がん登録共通届出システム（以後、GTS）経由で届出いただ
いている医療機関は従来通りGTSにて届出をお願いします。

•従来方式（電子届出ファイル（PDF））での届け出を継続す
る救済措置については年内一杯での終了を想定しております。
その後の非オンライン化施設への対応は引き続き検討中です。
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医療機関ユーザーの皆様へ



がん登録オンラインシステム（GTOL）の届出方式の変更
電子届出票PDFからWebフォーム届出へ
Webフォームへの直接入力方式（①）
CSV形式のアップロードは引き続き可能（②）
下書き保存機能（③）、履歴閲覧・出力機能（④）、
全国がん登録システム（以後、NCR）と同等のチェック機能を実装（⑤）

暗号化/復号化のためのGUIツール（⑥）
GTOLを介したファイル授受には必須要件
VPN接続、GTOLへの接続、証明書更新も包含

コミュニケーション機能（⑦）
都道府県と医療機関とのセキュアな情報、ファイル共有が可能
法20条に基づくデータ提供にも利用可能
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改修の範囲と概要



全国がん登録のみ提出

全国がん登録＋院内がん登録を提出
（院内がん登録症例集計参加施設）
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GTS経由の届出方式
は従来通りです。
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Webフォーム届出①Webフォーム

入力欄はマウスクリックで
の選択も、Tabキーでの遷
移も可能です。氏名不詳の
際はこちらをチェック。
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被保険者番号等の入力欄（令和8年末に実装予定）

◯◯◯◯
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Webフォーム届出②CSVファイルアップロード

ドラッグアンド
ドロップでも
選択可能

GUIツールで暗号化済のCSV
ファイル

（ .csv.p7m形式）のみ受付
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Webフォーム届出
③下書き保存機能 ④履歴閲覧・出力機能

入力後のエラーチェックまで完了
しても、ここに貯めることで一括
で届出することができます。届出
後はこの一覧には表示されなくな
り、「届出情報の確認」画面にリ
ストされます。



•電子届出票PDF、及びNCR
と同じエラーチェックまで
実装済。

• Webフォーム入力直後と、
「チェックして保存」など
を押下した際の2通り。
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Webフォーム届出⑤エラーチェック
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⑥GUIツール

GTOL用のPCへインストールいただくことで、VPN接続、GTOL（ブラウザ）を開く、ファイルの暗号化・
復号化、証明書の更新がこの画面内で完結します。



•都道府県と医療機関との間のコミュニケーションやファイル
送受信をセキュアに行うための機能。法20条に基づくデータ
提供にも利用可能。
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⑦コミュニケーションツール

CSV形式以外のファイルも暗号化し送ることが可能ですが、あらかじめGUIツール以外で暗号化されたファ
イルや圧縮フォルダなどは送信できない場合もございます。



• VPN回線（IPsec-VPN）は従来通り
oGUIツールの導入により証明書の更新を簡素化

•フォームへ入力した情報、およびファイルの暗号化について
は、3省2ガイドライン等に準拠したセキュリティ方式を担保
o統一基準群のRSA-OAEP方式に準拠
o届出ファイルはAES-256で暗号化
oその他、従来方式よりもセキュリティを強化

•国家サイバー統括室によるGSOC-ASM管理対象であり脆弱
性についても迅速に対応
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セキュリティ要件



機能改修前 機能改修後
（令和8年4月以降）

GTOLにおけるWebフォーム入力形式による届出 ✕ ◯
GUIツールを用いた暗号化・復号化 ✕ ◯
GTOLを介した都道府県と各医療機関のファイル授受
（20条提供含む）

△ ◯

証明書更新 証明書ファイルの
配置→適用

GUIツール上への
ドラッグアンドドロップ

都道府県と各医療機関とのコミュニケーション機能 ✕ ◯
電子届出ファイル（PDF）
ー全国がん登録届出支援サイト（ダウンロード）
ーGTOLを用いた届出
ーファイル授受のための暗号化ツールとしての利用

◯ ◯
(令和8年末に終了予定)
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新旧対照表
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一次資料（がん情報サービス）

https://ganjoho.jp/med_pro/cancer_control/can_reg/registration_hospital/e-rep/online.html

https://ganjoho.jp/med_pro/cancer_control/can_reg/registration_hospital/e-rep/online.html


■医療機関ご担当者様
がん登録オンラインシステム専用問い合わせフォーム
がん登録オンラインシステム専用問い合わせフォーム

16

GTOLに関する問い合わせ窓口

https://entry.gtol.ncc.go.jp/questions/create

https://entry.gtol.ncc.go.jp/questions/create
https://entry.gtol.ncc.go.jp/questions/create
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